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東
京
都
都
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
六
月
十
七
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
九
十
七
号

東
京
都
都
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
都
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
東
京
都
規
則
第
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
記
第
二
十
三
号
様
式
（
甲
）
()裏
、
第
二
十
三
号
様
式
（
乙
）
()裏
、
第
二
十
三
号
様
式
（
丙
）
()裏
、

第
二
十
三
号
様
式
（
丁
）
そ
の
一
、
第
二
十
三
号
様
式
（
丁
）
そ
の
二
、
第
二
十
三
号
様
式
（
戊
）
、

第
二
十
九
号
の
十
様
式
、
第
三
十
号
様
式
そ
の
一
()裏
、
第
三
十
一
号
様
式
()裏
、
第
四
十
号
様
式
（
甲
）

()裏
、
第
四
十
号
様
式
（
乙
）
、
第
五
十
四
号
様
式
、
第
五
十
五
号
様
式
()裏
、
第
五
十
七
号
様
式
、
第
百

二
号
様
式
、
第
百
三
号
様
式
()裏
、
第
百
十
三
号
様
式
（
甲
）
()裏
、
第
百
十
三
号
様
式
（
乙
）
()裏
、
第
百

十
七
号
様
式
()裏
、
第
百
二
十
号
様
式
、
第
百
二
十
一
号
様
式
()裏
、
第
百
三
十
七
号
の
二
様
式
、
第
百
四

十
一
号
様
式
（
甲
）
そ
の
一
()裏
、
第
百
四
十
一
号
様
式
（
乙
）
()裏
、
第
百
四
十
一
号
様
式
（
丙
）
()裏
、

第
百
四
十
一
号
様
式
（
丁
）
、
第
百
四
十
九
号
様
式
、
第
百
四
十
九
号
の
二
様
式
、
第
百
五
十
四
号
様

式
及
び
第
百
七
十
四
号
様
式
中
「以

後

」
を
「か

ら
令
和
２
年
１２月

３１日
ま
で

」
に
、
「租

税
特
別
措

置
法

」
を
「所

得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
２
年
法
律
第
８
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
租

税
特
別
措
置
法

」
に
改
め
、
「）

と
な
り
ま
す
。

」
の
次
に
「令

和
３
年
１
月
１
日
以
後
の
期
間
に
お

い
て
は
、
年
１４.６％

の
割
合
に
該
当
す
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
延
滞
金
特
例
基
準
割
合
（
各
年
の
前
年

に
租
税
特
別
措
置
法
第
９３条

第
２
項
に
規
定
す
る
平
均
貸
付
割
合
に
年
１
％
を
加
算
し
た
割
合
）
に
年

７.３％
を
加
算
し
た
割
合
（
上
限
年
１４.６％

、
下
限
年
０.１％

）
、
年
７.３％

の
割
合
に
該
当
す
る
期
間
に

つ
い
て
は
、
延
滞
金
特
例
基
準
割
合
に
年
１
％
を
加
算
し
た
割
合
（
上
限
年
７.３％

、
下
限
年
０.１％

）

と
な
り
ま
す
。

」
を
加
え
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
都
税
条
例
施
行
規
則
の
様
式
（
こ

の
規
則
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の

修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
宿
泊
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
六
月
十
七
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
九
十
八
号

東
京
都
宿
泊
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
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東
京
都
宿
泊
税
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
東
京
都
規
則
第
百
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
記
第
十
二
号
様
式
中
「以

後

」
を
「か

ら
令
和
２
年
１２月

３１日
ま
で

」
に
、
「租

税
特
別
措
置

法

」
を
「所

得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
２
年
法
律
第
８
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
租
税

特
別
措
置
法

」
に
改
め
、
「）

と
な
り
ま
す
。

」
の
次
に
「令

和
３
年
１
月
１
日
以
後
の
期
間
に
お
い

て
は
、
年
１４.６％

の
割
合
に
該
当
す
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
延
滞
金
特
例
基
準
割
合
（
各
年
の
前
年
に

租
税
特
別
措
置
法
第
９３条

第
２
項
に
規
定
す
る
平
均
貸
付
割
合
に
年
１
％
を
加
算
し
た
割
合
）
に
年

７.３％
を
加
算
し
た
割
合
（
上
限
年
１４.６％

、
下
限
年
０.１％

）
、
年
７.３％

の
割
合
に
該
当
す
る
期
間
に

つ
い
て
は
、
延
滞
金
特
例
基
準
割
合
に
年
１
％
を
加
算
し
た
割
合
（
上
限
年
７.３％

、
下
限
年
０.１％

）

と
な
り
ま
す
。

」
を
加
え
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
宿
泊
税
条
例
施
行
規
則
別
記
第
十

二
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布

す
る
。令

和
二
年
六
月
十
七
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
九
十
九
号

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
東
京
都
規
則
第
三

十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
九
の
二
第
二
項
及
び
第
四
条
の
十
六
第
四
項
中
「
平
成
三
十
二
年
度
」
を
「
令
和
二
年

度
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
又
は
喫
茶
店
営
業
」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

食
品
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措

置
に
関
す
る
政
令
（
令
和
元
年
政
令
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
改
正
政
令
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
営
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
者
の

う
ち
改
正
政
令
に
よ
る
改
正
前
の
食
品
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
二
十
九
号
）

第
三
十
五
条
第
二
号
の
喫
茶
店
営
業
を
行
っ
て
い
る
も
の
に
対
す
る
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
都

民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
七
十
条
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
改
正
政
令
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
食
品
衛
生
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
食
品
衛
生
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
第
五
十
二
条
第
三
項
の
有
効
期
間
の
満
了
の
日
ま
で
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

東
京
都
女
性
福
祉
資
金
貸
付
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
六
月
十
七
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
号

東
京
都
女
性
福
祉
資
金
貸
付
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
女
性
福
祉
資
金
貸
付
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
東
京
都
規
則
第
五
十
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
二
中
「
、
別
表
」
を
「
、
別
表
第
一
（
修
学
資
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養
手

当
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
四
百
五
号
）
第
四
条
に
規
定
す
る
計
算
方
法
に
基
づ
き
算
出
し

た
そ
の
者
の
前
年
の
所
得
が
六
百
八
十
二
万
円
（
扶
養
親
族
等
（
当
該
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
の
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
に
規
定
す
る
同
一
生
計
配
偶
者
及
び
扶
養
親

族
（
以
下
「
同
一
生
計
配
偶
者
等
」
と
い
う
。
）
並
び
に
当
該
貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
同
一

生
計
配
偶
者
等
で
は
な
い
子
（
孫
そ
の
他
の
直
系
卑
属
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
で
、
当
該
貸
付
け
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
が
前
年
の
十
二
月
三
十
一
日
に
お
い
て
生
計
を
維
持
し
た
も
の
を
い
う
。
）
が
二

人
以
上
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
前
年
の
所
得
に
つ
い
て
、
六
百
八
十
二
万
円
に
扶
養
親
族
等
の
う
ち
一
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人
を
除
い
た
扶
養
親
族
等
一
人
に
つ
き
三
十
八
万
円
を
加
算
し
た
額
）
を
超
え
る
場
合
は
、
別
表
第

二
）
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
修
学
資
金
の
貸
付
け
に
よ
り
修
学
を
す
る
者
が
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す

る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
八
号
。
以
下
「
大
学
等
修
学
支
援
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
に
規
定
す

る
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
（
以
下
「
大
学
等
修
学
支
援
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
は
別
表
第
一
又
は
別
表
第
二
に
規
定
す
る
修
学
資
金
の
貸
付
け
の
限
度
額
か
ら
当
該
修
学

を
す
る
者
が
受
け
る
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
九
十
四
号
）
第

十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
学
資
支
給
金
の
月
額
と
大
学
等
修
学
支
援
法
第
八
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
授
業
料
の
減
免
の
年
額
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る

と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
）
と
の
合
計
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
が

零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
と
、
就
学
支
度
資
金
の
貸
付
け
に
よ
り
就
学
を
す
る
者
が

大
学
等
修
学
支
援
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
入
学
金
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

は
別
表
第
一
に
規
定
す
る
就
学
支
度
資
金
の
貸
付
け
の
限
度
額
か
ら
当
該
減
免
の
額
に
相
当
す
る
額

を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

第
四
条
の
二
中
「
（
孫
そ
の
他
の
直
系
卑
属
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

第
十
四
条
第
三
項
中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
前
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
項
第

五
号
」
を
「
第
二
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
大
学
等
修
学
支
援
を
受
け
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
の
修
学
資
金
及
び
就
学
支
度
資
金
の
取
扱
い
）

第
十
四
条
の
二

修
学
資
金
又
は
就
学
支
度
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
者
は
、
自
己
又
は
自
己
以
外
の

者
で
当
該
資
金
の
貸
付
け
に
よ
り
修
学
し
、
又
は
入
学
す
る
も
の
が
大
学
等
修
学
支
援
を
受
け
る
こ

と
と
な
つ
た
と
き
は
、
既
に
交
付
を
受
け
た
貸
付
金
（
修
学
資
金
に
あ
つ
て
は
当
該
大
学
等
修
学
支

援
の
対
象
と
な
る
月
分
の
も
の
、
就
学
支
度
資
金
に
あ
つ
て
は
当
該
大
学
等
修
学
支
援
の
対
象
と
な

る
入
学
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
、
そ
の
者
が
受
け
た
大
学

等
修
学
支
援
の
額
に
相
当
す
る
額
（
当
該
額
が
既
に
交
付
を
受
け
た
貸
付
金
の
額
を
上
回
る
場
合
は
、

当
該
貸
付
金
の
額
）
に
つ
い
て
、
当
該
大
学
等
修
学
支
援
を
受
け
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
償
還
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

別
表
修
学
資
金
の
部
四
の
項
中
「
七
九
、
五
〇
〇
円
」
を
「
九
八
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
九
〇
、
〇

〇
〇
円
」
を
「
一
一
五
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
五
の
項
中
「
七
六
、
五
〇
〇
円
」
を
「
九
六
、

五
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
六
の
項
中
「
七
九
、
五
〇
〇
円
」
を
「
九
三
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
九
〇
、

〇
〇
〇
円
」
を
「
一
三
一
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
七
の
項
中
「
六
七
、
五
〇
〇
円
」
を
「
七
一
、

〇
〇
〇
円
」
に
、
「
七
六
、
五
〇
〇
円
」
を
「
一
〇
八
、
五
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
八
の
項
中
「
八

一
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
〇
八
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
九
六
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
四
六
、
〇
〇
〇

円
」
に
改
め
、
同
部
十
二
の
項
中
「
七
六
、
五
〇
〇
円
」
を
「
七
八
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
十

三
の
項
中
「
七
九
、
五
〇
〇
円
」
を
「
八
九
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
九
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
二
六
、

五
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
十
四
の
項
中
「
四
八
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
四
九
、
五
〇
〇
円
」
に
改
め
、

同
表
就
学
支
度
資
金
の
部
小
学
校
の
項
中
「
六
三
、
一
〇
〇
円
」
を
「
六
四
、
三
〇
〇
円
」
に
改
め
、

同
部
中
学
校
の
項
中
「
七
九
、
五
〇
〇
円
」
を
「
八
一
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
高
等
学
校
、
高

等
専
門
学
校
、
短
期
大
学
、
大
学
、
大
学
院
、
専
修
学
校
又
は
各
種
学
校
の
項
貸
付
け
の
限
度
額
の
欄

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
六
〇
、
〇
〇
〇
円

私
立
の
高
等
学
校
又
は

専
修
学
校
の
高
等
課
程

へ
入
学
す
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、

四
二
〇
、
〇
〇
〇
円

国
、
地
方
公
共
団
体
、

国
立
大
学
法
人
若
し
く

は
公
立
大
学
法
人
が
設

置
す
る
大
学
若
し
く
は

短
期
大
学
、
国
、
地
方

公
共
団
体
、
独
立
行
政

法
人
国
立
高
等
専
門
学

校
機
構
若
し
く
は
公
立

大
学
法
人
が
設
置
す
る

高
等
専
門
学
校
又
は

国
、
地
方
公
共
団
体
若

し
く
は
国
立
大
学
法
人

が
設
置
す
る
専
修
学
校

の
専
門
課
程
へ
入
学
す

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

四
二
〇
、
〇
〇
〇
円

国
、
地
方
公
共
団
体
、

国
立
大
学
法
人
又
は
公
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立
大
学
法
人
が
設
置
す

る
大
学
院
へ
入
学
す
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、

三
八
〇
、
〇
〇
〇
円

私
立
の
大
学
、
大
学
院
、

短
期
大
学
、
高
等
専
門

学
校
又
は
専
修
学
校
の

専
門
課
程
へ
入
学
す
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、

五
九
〇
、
〇
〇
〇
円

各
種
学
校
へ
入
学
す
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、

二
八
二
、
〇
〇
〇
円

別
表
備
考
中
「
に
よ
る
」
の
下
に
「
。
別
表
第
二
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
同
表
を
別
表
第
一
と

し
、
同
表
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

別
表
第
二
（
第
二
条
の
二
関
係
）

区

分

貸
付
け
の
限
度
額

一

国
、
地
方
公
共
団
体
は
国
立
大
学
法
人

が
設
置
す
る
高
等
学
校

自
宅
通
学

月
額

二
七
、
〇
〇
〇
円

自
宅
外
通
学

月
額

三
四
、
五
〇
〇
円

二

私
立
の
高
等
学
校

自
宅
通
学

月
額

四
五
、
〇
〇
〇
円

自
宅
外
通
学

月
額

五
二
、
五
〇
〇
円

三

国
、
地
方
公
共
団
体
、

独
立
行
政
法
人
国
立
高

等
専
門
学
校
機
構
又
は

公
立
大
学
法
人
が
設
置

す
る
高
等
専
門
学
校

第
一
学
年
か
ら

第
三
学
年
ま
で

自
宅
通
学

月
額

三
一
、
五
〇
〇
円

自
宅
外
通
学

月
額

三
三
、
七
五
〇
円

第
四
学
年
及
び

第
五
学
年

自
宅
通
学

月
額

六
七
、
五
〇
〇
円

自
宅
外
通
学

月
額

七
六
、
五
〇
〇
円

四

私
立
の
高
等
専
門
学

校

第
一
学
年
か
ら

第
三
学
年
ま
で

自
宅
通
学

月
額

四
八
、
〇
〇
〇
円

自
宅
外
通
学

月
額

五
二
、
五
〇
〇
円

第
四
学
年
及
び

第
五
学
年

自
宅
通
学

月
額

八
九
、
〇
〇
〇
円

自
宅
外
通
学

月
額

一
〇
二
、
五
〇
〇
円

五

国
、
地
方
公
共
団
体
、
国
立
大
学
法
人

又
は
公
立
大
学
法
人
が
設
置
す
る
短
期
大

自
宅
通
学

月
額

六
七
、
五
〇
〇
円

修 学 資 金

学

自
宅
外
通
学

月
額

八
六
、
五
〇
〇
円

六

私
立
の
短
期
大
学

自
宅
通
学

月
額

八
六
、
五
〇
〇
円

自
宅
外
通
学

月
額

一
一
〇
、
五
〇
〇
円

七

国
、
地
方
公
共
団
体
、
国
立
大
学
法
人

又
は
公
立
大
学
法
人
が
設
置
す
る
大
学

自
宅
通
学

月
額

六
九
、
五
〇
〇
円

自
宅
外
通
学

月
額

九
二
、
五
〇
〇
円

八

私
立
の
大
学

自
宅
通
学

月
額

九
五
、
〇
〇
〇
円

自
宅
外
通
学

月
額

一
二
一
、
〇
〇
〇
円

九

大
学
院

月
額

一
三
二
、
〇
〇
〇
円

（
博
士
課
程
に
あ
つ
て
は
、

一
八
三
、
〇
〇
〇
円
）

十

国
、
地
方
公
共
団
体
又
は
国
立
大
学
法

人
が
設
置
す
る
専
修
学
校
の
高
等
課
程

自
宅
通
学

月
額

二
七
、
〇
〇
〇
円

自
宅
外
通
学

月
額

三
四
、
五
〇
〇
円

十
一

私
立
の
専
修
学
校
の
高
等
課
程

自
宅
通
学

月
額

四
五
、
〇
〇
〇
円

自
宅
外
通
学

月
額

五
二
、
五
〇
〇
円

十
二

国
、
地
方
公
共
団
体
又
は
国
立
大
学

法
人
が
設
置
す
る
専
修
学
校
の
専
門
課
程

自
宅
通
学

月
額

六
七
、
五
〇
〇
円

自
宅
外
通
学

月
額

七
七
、
五
〇
〇
円

十
三

私
立
の
専
修
学
校
の
専
門
課
程

自
宅
通
学

月
額

八
四
、
五
〇
〇
円

自
宅
外
通
学

月
額

一
〇
八
、
五
〇
〇
円

十
四

専
修
学
校
の
一
般
課
程

月
額

四
九
、
五
〇
〇
円

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
女
性
福
祉
資
金
貸
付
条
例
施
行
規
則
（
以
下
「
改
正
後
の
規

則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
二
並
び
に
別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
の
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日

以
降
の
申
請
に
係
る
女
性
福
祉
資
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
申
請
に
係
る
女
性
福

祉
資
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

改
正
後
の
規
則
第
十
四
条
の
二
の
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
前
に
交
付
を
受
け
た
修
学
資
金

及
び
就
学
支
度
資
金
の
貸
付
金
の
う
ち
、
当
該
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
者
又
は
そ
の
者
以
外
の
者

で
当
該
資
金
の
貸
付
け
に
よ
り
修
学
を
し
、
若
し
く
は
入
学
す
る
も
の
が
令
和
二
年
四
月
一
日
以
後



（増刊 68）東 京 都 公 報令和2年6月17日（水曜日）５

に
受
け
る
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
八
号
）
第
三
条
に
規

定
す
る
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
の
額
に
相
当
す
る
額
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。

東
京
都
食
品
安
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
六
月
十
七
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
一
号

東
京
都
食
品
安
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
食
品
安
全
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
東
京
都
規
則
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
三
条
を
削
る
。

第
四
条
中
「
別
記
第
一
号
様
式
」
を
「
別
記
様
式
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
条
と
し
、
第
五
条
か
ら

第
七
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
八
条
及
び
第
九
条
を
削
る
。

別
記
第
二
号
様
式
及
び
第
三
号
様
式
を
削
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「第

４
条

」
を
「第

３
条

」
に
、
「ち

ょ
う
付

」
を
「貼

付

」
に
改
め
、
同
様

式
を
別
記
様
式
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
前
に
、
東
京
都
食
品
安
全
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
二
年
東
京
都

条
例
第
六
十
九
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
食
品
安
全
条
例
（
平
成
十
六
年
東
京
都
条
例
第
六
十

七
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
知
事
に
報
告
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規

則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
食
品
安
全
条
例
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
九
条
及

び
別
記
第
三
号
様
式
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
旧
規
則
別
記
第
一
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、

所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

食
品
製
造
業
等
取
締
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
六
月
十
七
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
二
号

食
品
製
造
業
等
取
締
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

食
品
製
造
業
等
取
締
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
東
京
都
規
則
第
百
八
十
三
号
）
は
、
廃
止
す

る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
立
病
院
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
六
月
十
七
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
三
号

東
京
都
立
病
院
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
立
病
院
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
東
京
都
規
則
第
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

㈣

患
者
申
出
療
養
に
係
る
診
療
料し

ゃ
く

経
皮
的
乳
が
ん
ラ
ジ
オ
波
焼
灼
療
法

一
回

四
十
一
万
七
千
八
百
円

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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む
。）
印刷所

勝

美

印

刷

株

式

会

社

東
京
都
文
京
区
白
山
一
丁
目
十
三
番
七
号

電
話

〇
三（
三
八
一
二
）五
二
〇
一（
代
）
郵便番号
１１３―０００１


